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オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

・本講演のポイント�
�
�
１．なぜいま数理・データサイエンス・AI教育なのか？�
�
�
２．データサイエンスの授業をオンラインで行うことによる影響・効果�
�
�
３．大学教育におけるデータサイエンスの意義または位置づけ�
�



オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

１．なぜいま数理・データサイエンス・AI教育なのか？�
�
�
2019年統合イノベーション戦略推進会議�
�

「AI戦略2019」　5,7,2,3ページ�
◎全ての大学生が初級レベルのDS・AI教育を受ける�
�
�
2020年総合科学技術・イノベーション会議（ＣＳＴＩ）�
�

「統合イノベーション戦略2020」　重点施策③�
◎デジタル化、STEAM/DS・AIリテラシー教育�
�
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オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

2017年3月31日文部科学省　改訂告知�
�

「新学習指導要領」2020(R2)年度小学校から順次実施　�
◎情報活用能力とプログラミング的思考の育成�
�

  2020(R2)  2021(R3)  2022(R4)  2023(R5)�
小学校�
中学校�
高等学校         学年進行�
�
�
2019年文科省（2020年度概算要求）�
�

「ＡＩ戦略等を踏まえた ＡＩ人材の育成について」 �
◎大学の数理及びデータサイエンス教育の全国展開（R3年度継続）�

�
�
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オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

全国と中国・四国地区における取組状況�

「AI戦略2019」に先立つ2016年に、文部科学省は、�
数理及びデータサイエンスに係る教育強化の拠点校として�
６大学（北海道、東京（幹事校）、滋賀、京都、大阪、九州）を選定し、�
「数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム」を設立�
�
2019年度から、大学の数理及びデータサイエンス教育の全国展開のため�
全国をこれら拠点大学のもとで６ブロックに分け、�
それぞれ拠点大学＋協力校＋連携校で（階層的に）構成する。�
�
中国・四国ブロック：大阪大学が拠点校、協力校は島根大学、岡山大学、
広島大学および愛媛大学となっており、あと8つの連携校で構成される。�







オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

全国と中国・四国地区における取組状況�

「AI戦略2019」に先立つ2016年に、文部科学省は、�
数理及びデータサイエンスに係る教育強化の拠点校として�
６大学（北海道、東京（幹事校）、滋賀、京都、大阪、九州）を選定し、�
「数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム」を設立�
�
2019年度から、大学の数理及びデータサイエンス教育の全国展開のため�
全国をこれら拠点大学のもとで６ブロックに分け、�
それぞれ拠点大学＋協力校＋連携校で（階層的に）構成する。�
�
中国・四国ブロック：大阪大学が拠点校、協力校は島根大学、岡山大学、
広島大学および愛媛大学となっており、あと8つの連携校で構成される。�









オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

数理・データサイエンスの教育内容と教材、方法�
�
�

リテラシーレベルのモデルカリキュラム�
◎内容を「導入」「基礎」「心得」「選択」に分類して構成�
�

＃応用基礎レベルのモデルカリキュラムも公開�
�
リテラシーレベルのモデルカリキュラムの対応教材�
◎講義の動画とスライド等が活用・参考にできる�
�

＃JMOOC (Japan Massive Open Online Courses)�
日本オープンオンライン教育推進協議会�

大学や企業が提供するすべてのMOOC講座を無料で公開�
�

データサイエンス関連授業での教育方法のポイント�
�





[導入]�



[基礎]�

[心得]�



[選択]�
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リテラシーレベルモデルカリキュラム対応教材�
�
モデルカリキュラムと対応する講義動画・スライド�

スライド	







リテラシーレベルモデルカリキュラム対応教材�
�
モデルカリキュラムと対応する講義動画・スライド�

動画	



データサイエンスの役割（１）�
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オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

２．データサイエンスの授業をオンラインで行うことによる影響・効果�
�
�
◎オンデマンド教材の充実→[DSはオンライン授業に適応し易かった]�
�
◎高知大学におけるR2「情報処理」のオンライン授業の状況�
＃オンライン授業についての担当教員アンケートと学生の意見など�
�
◎コロナ禍における数理・データサイエンス・AI教育の取組と課題、ウィズ・
コロナ、アフター・コロナにおける展望（コンソーシアム Newsletter vol. 8)�

＃オンライン授業の効果的な活用�
�
	



2020年度　高知大学　全学必修　「情報処理」　授業の概要�
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R2年度高知大学「情報処理」担当教員アンケート（25クラス中18回答）�

オンライン同期型：Microsoft Office 365の「Teams」�
�
オンライン非同期型：高知大学Moodle、教務情報システムKULAS�



R2年度高知大学「情報処理」担当教員アンケート（25クラス中18回答）�









R2年度高知大学「情報処理」受講学生自己診断テスト自由記述（抜粋）�
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数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム�
NEWSLETTER vol. 8, 2020/7　�



数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム�
NEWSLETTER vol. 8, 2020/7　�



オンライン時代のデータサイエンス教育：K OKUDA�

３．大学教育におけるデータサイエンスの意義または位置づけ�
�
�

◎コロナ禍になり、急遽オンライン授業を導入したという経緯�
＃高等教育のデジタル化の推進：Plus-DX�

�
◎Society 5.0で求められる能力と教育のありかた�
＃「Society5.0 に向けた人材育成」 文科省2018年�
＃「未来の教室ビジョン」経産省2019年�

�
◎数理・DSのリテラシーは全ての大学生が身につけるべき教養�
�
�
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Society 5.0で実現する情景�
�
�
◎技術：IoT　ビッグデータ　ＡＩ　ロボット�
�
◎人間：重労働からの開放　失業者の増加�
�
◎シンギュラリティ到来：ＡＩの能力 ＞ 人間の能力�
�
◎大学：このような近未来社会で人間が幸せに�
　　　　生きる力と智慧を育てる責任がある。�
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Society 5.0で求められる力、リテラシー�
�
1. 文章や情報を正確に読み解き対話する力�
2. 科学的に思考・吟味し活用する力�
3. 価値を見つけ生み出す感性と力、好奇心・探求力 �

新たな社会を牽引する人材として、�
�
１．技術革新や価値創造の源となる飛躍知を発見・創造する人材�
２．技術革新と社会課題をつなげ、プラットフォームを創造する人材�
３．様々な分野においてＡＩやデータの力を最大限活用し展開できる人材�
�
→数理・データサイエンス・AI教育の導入 �

文科省　「Society5.0に向けた人材育成」　�



令和の教育改革に向けての３つの柱�
�
１．学びのSTEAM化�
�

　一人ひとり違うワクワクを核に、�
　「知る」と「創る」が循環する、�

　文理融合の学びに�

�
２．学びの自立化・個別最適化�
�

　一人ひとり違う認知特性や�
　学習到達度等をもとに、�
　学び方を選べる学びに�

�
３．新しい学習基盤づくり�
	

　学習者中心、デジタル・ファースト、�

　社会とシームレスな学校へ�

�

経産省　「未来の教室」ビジョン　�

STEAM�
�

Science, Technology, Engineering, Arts, Mathematics�
→大学教育のありかたが変化する。�
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ありがとうございました。�


